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第 9 回みえ歯ートネット研修会開催について 

標題研修会を開催しますので、多くのご参加を賜りますようお願い致します。 

なお、みえ歯ートネット協力歯科医院につきましては、平成 26 年度以降の「みえ歯ートネ

ット研修会」受講状況を、県歯ＨＰ協力歯科医院名簿に掲載させていただいております。 

 

日  時  平成 30 年２月 8 日（木） 午後１時３０分～４時 

      ※悪天候等によりやむなく中止となる場合は、２月 7 日（水）正午までに 

三重県歯科医師会ホームページに掲載いたします。 

場  所  三重県歯科医師会館 2 階 大会議室  

※公共交通機関でのご来場にご協力ください。 

主  催  三重県・三重県歯科医師会 

参 加 費  無 料 

申込方法  ＦＡＸ・郵送・インターネットのいずれかにて三重県歯科医師会までお申し

込みください。  申込締切 １月３１日（水） 

日  程   

13：30～13：35 開会・挨拶 

13：35～14：35 【講演１】 発達障がいの方への歯科支援 歯科治療編 

～行動変容・対応の実際～  

大阪発達総合療育センター 

歯科医長  中村 由貴子 先生 

1４：35～14：45 休憩 

1４：45～15：45 【講演２】 発達障がいの方への歯科支援 口腔保健編 

大阪発達総合療育センター 

歯科衛生士科長  米花 佳代子 先生 

15：45～16：00 質疑応答 

16：00      閉会  

 

第 9 回みえ歯ートネット研修会参加申し込み用紙        
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（従業員の方は職種：           ） 歯科医院名  

 

 

※講演内容は裏面をご覧ください。 



【講演１】発達障がいの方への歯科支援 歯科治療編～行動変容・対応の実際～ 

大阪発達総合療育センター 歯科医長 中村 由貴子 先生 

 

自閉症スペクトラムを中心とした発達障がいの方々は、コミュニケーションの困難さ

や感覚過敏などの特性から歯科診療への適応が困難であることは広く知られています。

彼らの認知機能に沿った構造化・視覚支援や感覚過敏に対して、スモールステップで診

療を進めてゆくといったことも歯科領域ではもはや常識なのかもしれません。しかしな

がら実際は、それを用いて驚くほど上手くいくこともあれば、なかなか先に進めずその

間にう蝕が進行してしまう焦燥感にかられることもあります。とても長い時間をかけて

信頼関係をやっと構築できることもあります。失敗・後悔も含め、様々な自験例をお話

させて頂く事で、何かしらの一助となれば幸いです。 

   

講師略歴 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

中村 由貴子（なかむら ゆきこ）  

平成７年  岡山大学歯学部卒業 

岡山大学歯学部小児歯科学講座入局 

下野 勉 前教授、岡崎好秀元講師（現モンゴル健康科学大学客員教授）に師事 

平成 11 年 神戸医療生協 協同歯科 小児・障がい児者治療部入職 

平成 14 年 南大阪療育園（現、大阪発達総合療育センター）入職 

現在に至る 

<所属学会>  

日本小児歯科学会専門医、日本障害者歯科学会認定医 

<共著・雑誌> 

「脳性麻痺のリハビリテーション 実践ハンドブック」市村出版 2014 

「不正咬合を予防する子育ち 10 ヶ条～幼児・学童期編～」日本未病システム学会雑誌 23(2):95-98,2017  

 

【講演 2】発達障がいの方への歯科支援  口腔保健編 

大阪発達総合療育センター 歯科衛生士科長 米花 佳代子 先生 

 

 歯磨きを嫌がる、口を開けない、頬や口唇の力が強く磨けない等、歯科診療室を訪れ

る保護者の方々は口腔に関することだけでも様々な困りごとを抱えておられることが

あります。 

私達、歯科衛生士は定期健診という短い時間の中で支援を考える時に必要な発達の特

性、つまり苦手なことと得意なことを保護者からお聴きし、得意なことを活かして苦手

なことを補うような工夫や配慮が必要です。ひとりひとりその方に合った工夫や配慮が

すぐさまできればいいのですが、時間のかかることも多々あります。長く時間を共有す

る中で信頼関係が確立され、健康なお口が守れるようになった方もいらっしゃいます。 

今回、日々の定期健診の中で行なっていることを中心にお話させて頂きますが、何か

のご参考になれば幸いです。 

講師略歴 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

米花 佳代子（よねはな かよこ）  

昭和５８年 関西女子短期大学保健科歯科衛生士コース卒業 

医療法人社団とくなが小児歯科クリニック”レオ“入職 

平成５年  南大阪療育園（現、大阪発達総合療育センター）入職 

現在に至る 

<所属学会> 

日本障害者歯科学会指導歯科衛生士 


